
登下校において大切な歩行者の交通ルールについて確認してみましょう。

　　　●歩道を通行すること
　　　　　歩行者はやむを得ないときを除き、歩道や歩行可能な幅がある路側帯を通行しなくてはいけません。

　　　●右側通行すること
　　　　　歩道や歩行可能な路側帯のない道路では、右側通行をしなくてはいけません。
　　　　　ただし歩道内では、右側通行する必要はありません。

　　　●信号を守ること
　　　　　歩行者は、必ず信号の指示に従いましょう。
　　　　　歩行者用信号機がない場合は、自動車用信号機の指示に従って通行します。

　　　●斜め横断の禁止
　　　　　スクランブル交差点以外では、歩行者が斜めに道路を横断することは禁止されています。

　　　●自動車の直前直後での横断の禁止
　　　　　歩行者は自動車の直前、または直後で道路を横断することは禁止されています。

　　　●横断禁止場所の横断禁止
　　　　　道路標識により、歩行者が横断することを禁止している場所があります。
　　　　　標識に従わずに横断することは、禁止されています。

　雨の日の交通安全対策「登下校の注意ポイント」
　 雨の日は事故が多くなる傾向にあります。雨の日に安全に通学するためのポイントをまとめました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＜雨の日に気を付けること＞

　　　　　　　　　　　　　　　・足元ではなく少し先を見て歩き、時々遠くを見る

　　　　　　　　　　　　　　　・道路を渡るときは、傘を上げて前後左右の安全を確認する

　　　　　　　　　　　　　　　・水たまりやすれ違う人を避けるときも、車や自転車に注意する

　　　　　　　　　　　　　　　・車が近づいてきたら、安全な場所で通り過ぎるのを待つ（雨の日は距離感が分かりにくい！）

　　　　　　　　　　　　　　　・車が止まって道を譲ってくれても、渡る前には前後左右（特に反対側）の安全確認を徹底

　　　　　　　　　　　　　 　　　・友達と横に並んで歩かない
　

雨の日に安全に歩くためには、意識的に視界を広くもつことが大事。

「遠くから車が来ているな」「向こうから歩いてくる人がいる」と気付ば、早めの回避行動につながります。

　傘の持ち方一つで見え方がだいぶ変わりますので、家庭で練習してみてくださいね。

暑くなってきました。登下校における熱中症対策のポイントをまとめてみました。

　　　　　　　　なるべく日陰を 帽子・日傘など こまめに水分補給  帰宅後はできるだけ 　少しでも気分が悪く

　　　　　　　　選んで歩く。 を利用する。 をする。適度な  涼しい環境で体を 　感じたら、大人や

塩分補給も大切。  休める。 　周りの人に伝える。

　　　　　　　　　自動車や自転車と同じく、道路交通法では歩行者の交通ルールについても定めています。

　　　　　　　　　道路交通法で歩行者に定められた交通ルールは、以下のものがあります。
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歩きスマホ

危険です！

登下校中は緑色の側道

（グリーンベルト）から

はみ出さないように歩きましょう


